
南山大学 人間関係研究センター春の公開講演会（無料） 

21世紀の心理療法 
東洋と西洋の交流が生み出す新しい可能性 

 

2006 年 7月 15日（土）14時～16時 

南山大学 名古屋キャンパス Ｄ棟 

 

  この十年の間に日本でも心の問題が大きな注目を浴びるようになり、心のケアとして様々な心理

療法が紹介されてきました。心理療法はもともと西洋の宗教、医学、哲学の長い伝統の中から、２０

世紀初頭にフロイトが神経症の治療法として考案したものです。しかしこの１００年の間に、心理療法

はそうした「心の病の治療法」から「人間としての成長を育む学びの技法」としての新しい役割を担う

ようになってきました。この新たな流れを創り出したのは、日本の禅やインドのヨガなど東洋の知恵や

身体技法に大きな影響を受けた、人間性心理学とトランスパーソナル心理学でした。それらの心理

学が見いだし現在西洋の心理療法の重要な要素となっている心と身体のつながりや、今ここの気づ

きの大切さなどは、わたしたち日本文化の中で長い間育まれてきたものです。心理療法を通して、私

たちは自らの文化が見失ってしまったものを取り戻そうとしていると言えます。 
 この講演では、心理療法の歴史を振り返りながら西洋と東洋の知恵が結びついた心理療法の特

徴を明らかにするとともに、人間としての成長を育む２１世紀の心理療法の可能性を探っていきた

いと思います。 

講 師：Center for East-West Dialogue(東西対話ｾﾝﾀｰ)代表 村
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東京大学文学部宗教学科卒。California Institute of Integral Studies
統合学博士。サンフランシスコゲシュタルト研究所修了。「からだ」

※ 

【個

会に必
と社会や文化の関係を「一人称のからだ」を通して体験的に探る身

体学を専門とする。２０年にわたり日米の心理療法家、身体技法の

実践家の交流に務めてきた。 
Association for Transpersonal Psychology 理事。人体科学会、日本

トランスパーソナル心理学・精神医学会会員。気功文化研究所研究

員。立命館大学非常勤講師。著書に『気づきの深化（仮題）』（NHK
ブックス６月刊行予定）、論文に『一隅を照らす光を集める：オウム

事件以後の一人称の「からだ」の探求に人間性心理学はどう貢献で

きるか』（人間性心理学研究誌）『 アメリカにおけるニューエージ運

動の源流とその特徴』（ホリスティック教育研究誌）、『アメリカ心理

学会心理療法ビデオシリーズ問題別アプローチ』（日本心理療法研究

所）監訳など。    協賛  南山エクステンション・カレッジ 

～ 参加費は無料となっておりますが、準備の都合上、ご参加の場合は下記までご連絡下さい。～ 

南山大学 人間関係研究センター 〒466-8673 名古屋市昭和区山里町 18 

TEL：052-832-5002  ・E-mail ： ninkan-c@nanzan-u.ac.jp 

FAX：052-832-3202  ・Homepage： http://www.nanzan-u.ac.jp/NINKAN/ 

Fax､E-mail の場合は「氏名」、「参加人数」、「連絡先（E-mail 又は電話番号）」をお知らせください。 

人情報について】今回ご提供いただきます個人情報は、南山大学個人情報保護に関する規程に基づき、適正な利用と保護および必要な安全措置を講じて参ります。１．講演

要な事務連絡、２．今後の本学公開講座ご案内（パンフレット送付等）、３．当日受付簿作成以外の目的には使用いたしません。 
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